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１．はじめに 

陸域における降水は重要な水資源である．しかしな

がら，その時空間変動が大きく，集中豪雨や少雨が大

規模な洪水や渇水を引き起こし，人的経済的被害を与

える．山陰地方に着目すると，最近では，松江市周辺

部(2006年 7月)や隠岐地区(2007年 8月)での集中豪雨

によって，大きな経済的被害が発生した．そのため，

洪水や渇水を引き起こす集中豪雨や少雨の予測と，分

布型流出モデルによる河川流出量変動の把握は水災害

防御や長期的な水資源管理の施策立案のための基礎研

究として不可欠である． 

近年，地球温暖化が水循環変動に与える影響が報告

されている．GCM(Global Climate Model, 全球気候モ

デル)や RCM(Regional Climate Model, 領域気候モデ

ル)による長期シミュレーション結果より，日本領域に

着目すると，現在の降水現象は大雨と無降水の二極化

し，その結果，水災害増加の可能性が強く示唆される。

そのため，温暖化の影響を考慮した降水量の長期予測

に基づく，治水対策の立案や長期的な水資源管理が不

可欠である．しかしながら，現在の気候モデルの予測

精度は十分でない．そのため，モデルによる降水量予

測の精度向上のためには，観測データを用いて，降水

量の変動把握とその物理メカニズムの解明が不可欠で

あると考えられる． 

熊倉ら(2006)は平成１７年７月に発生し，大きな経

済的被害をもたらした，新潟、福島豪雨に着目し，レ

ーダーデータやアメダスデータを用いて，降水量の時

空間変動特性を検討している．また，牛山ら(2006)は

日本各地のアメダスデータを用いて，暖候期における

降水量変動に着目し，日本の降水量変動の特徴を明ら

かにした．一方，多くの研究者によって，RCM を用い

た降水予測が検討されている(例えば，日下，2006)． 

そこで，本研究では，降水量の予測精度向上を目的

とし，観測データと数値モデルを用いて，降水量の変

動特性とその再現性を検討した．具体的には，2007 年

8 月に発生した隠岐地区における集中豪雨に着目し，

観測結果に基づき，その特徴を明らかにするとともに，

領域気候モデルを用い，集中豪雨の再現性を検討した． 

 
２．2007 年 8 月の集中豪雨の発生状況 

本研究では，2007 年 8 月 31 に発生した隠岐地区の

集中豪雨に着目し，気象観測所及びアメダスの降水量

データ並びにレーダーアメダス解析雨量を用いた．隠

岐地区(西郷)では，他の各地点より多い時間降水量

70mm 近い降水が観測された(図 1)．このとき，隠岐地

区では降水量の極大域が見られた(図 2)． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 2007 年 8 月 20 日から 9月 10 日までの山陰地方の

各地点(松江，浜田，西郷)における降水量の時間変化

 
図 2 レーダーアメダス解析雨量 

（2007 年 8月 31 日 1 時の降水量分布） 



 
３．領域気候モデルの概要 

 本研究では，領域気候モデル WRF を用いて，集中

豪雨発生時における降水の時空間変動の再現性を検討

した．本研究で使用したモデルの概略を表 1 に整理し

た．また，本研究の計算期間は 2007 年 8 月 30 日から

9 月 2 日までの 3 日間である．2 重ネスティングで計

算を行い，モデル第一領域(Domain1)は格子点間隔

25km，格子点 70×70 で，第 2 領域(Domain2)は格子

点間隔 5km，格子点 151×171 に設定した(図３)． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．領域気候モデルの計算結果 

WRF の計算結果とレーダーアメダス解析雨量と比較

し，モデルの再現性を検討した．図 3 に WRF で計算し

た 2007 年 8 月 31 日午前 1 時における降水量の空間分

布(Domain2)を示した．図 2とモデルの計算結果を比較

すると，降水量の空間分布はある程度再現しているも

のの，全体として過小評価であった．そのため，モデ

ルでは，隠岐周辺部での降水の発生域が小さく，中国

地方の降水域も明瞭ではなかった． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．まとめと今後の課題 

 本研究では，2007 年 8 月に発生した隠岐地区の集中

豪雨に着目し，その発生状況を調査し，領域気候モデ

ルを用いて，降水の再現性を検討した．その結果，モ

デルの降水量は観測結果と比較し，過小評価となった． 
今後は，観測結果と領域気候モデルの計算結果を詳

しく検討し，領域気候モデルの問題点を明らかにする

とともに，予測された降水量の違いが河川流出量予測

に与える影響を明らかにする予定である． 
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図 3 領域気候モデルの計算領域 

 
図 4 モデルの計算結果 

（2007 年 8月 31 日 1 時の降水量分布） 

表 1 本研究で用いた WRF の各物理過程の詳細 

Model version WRF Ver.2.2.1
Microphysics WSM 3class
Radiation RRTM/Dudhia
Surface Scheme NOAH LSM
Planetary
Bourdary Layer

YSU PBL shceme

Cumulus
Parameterization

Kain-Fritsch


